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立性、道徳宗教性の 5尺度 CTable1参照〉、 45項目を家族機能とし、測定を行った。そ
れぞれの項目については、あてはまる、あてはまらないの 2件法で回答を求め、否定設問
は肯定設問に変換して、 9項目の総和 C0 ~ 9点の範囲〉で評価した。





















以上の分析には、ステップワイズ探索的因子分析 (StepwiseExploratory Factor Analysis 







140名 (47.8%) 153名 (52.2%)
[家族形態]
一人暮らし 家族と同居
112名 (38.5%) 179名 (61.5%) 
[祖父母との同居経験]
現在同居 過去同居経験あり 同居経験なし
41名(15.7%) 83名 (31.8%) 137名 (52.5%)
[続柄]
長男 長女 その他
96名 (32.8%) 120名 (40.9%) 77名 (26.3%)
[両親の老後についての会話の有無]
会話あり 会話なし






















私にとって親を家で介護するより施設に入れるほうがいい .86 .05 .08 .03 .ー05 .01 
親が自分で自分のことができなくなったら老人ホームに入れたい .80 .ー1 .06 .08 .ー03 .02 
親の介護を国や自治体に任せられるのならそうしたい .71 .04 .ー09 -.08 .ー1 ‘15 
お金で済ませることができるなら親の世話をするつもりはない .43 .00 -.36 .00 .1 .04 
介護することによって自分の時間が減るのはいやだ .42 .ー14 .ー12 .06 .05 .09 
同居1'-:11(α=.71) 
結鰐したらすぐ親と同居する .19 .65 .06 .06 .23 .04 
将来、親と同居するつもりだ .ー07 .53 .ー06 .40 .ー04 .05 
親と一緒に住んでいると、互いに気を遣うことがたくさん出てくる .22 .ー44 13 .20 .1 司.05
親に泣くに住むことや同居することを求められると困る .34 ヘ48 .10 .00 .17 .ー17
家が近ければ閑居する必褒はないと思う .04 .ー55 .ー04 .00 .ー02 .24 
扶養優先定値比=.65)
将来どんなことをしてでも規を援助する .ー02 .05 .69 .05 .ー06 .13 
何をおいても貌の世話をする -.05 .17 .47 -.07 .17 .03 
経済的に苦しくなるなら貌の世話はしない .03 .02 -.60 .04 .03 .08 
扶養についての関心 (α=.50)
親との同居についてよく考える .1 -.04 .ー07 .79 .ー06 .ー15
親がある年齢になったら同居する .14 .ー01 .05 .34 .17 .29 
今のところ親の介護をどうするか考えられない .03 .ー17 .ー07 -.41 -.11 .23 
介謹への保守的態度 (α.53)
親が老人ホームに入るのは世間体が惑い ヘ14 .ー01 .ー09 -.06 .67 .04 
男性が介護するよりも女性が介護するほうがよい .15 .05 .02 .03 .43 .08 
家族以外の人に介護されたくない .ー32 -.04 .10 .04 4ー1 .06 
条件付き扶養意霞 (α=.45)
メリットがあれば親と同居する .13 .04 ヘ16 .ー20 .1 .63 
福祉手当を受けられるなら.親を縫う .07 -.09 .1 -.09 .05 .50 
親が病気になったら同居する .07 幽.08 .08 .30 .ー08 .40 
寄与率(%) 22.4 6.3 5.3 3.8 2.8 2.6 
df=114， Chi-square=166.13， P>O.Ol GFI=.95， AGFI=.89， CFI=.96， RMSEA=.04 
基本属性が扶養意識に与える影響について
1)性別
分析の結果、男女間で介護拒絶意識 (F(1，291) =3.47， nふ〉、同居意識 (F(1，291) =.76， 
nふ)、扶養優先意識 (F(1，291) = .01， nふ〉、扶養についての関心 (F(1，291) =2.19， nふ)、
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